
THINK RIVERとは？
身近な川を考え、皆が「水≒河川」のことを「意識」して欲しいという願い。ロゴマークの
三本線は、「川」と「産」・「官」・「学（民）」をそれぞれの線で表現しています。

平成３０年 ５月１４日（月）第５１４号

今年（平成30年）、大正７年12月から始まった岩木川改修事業が100
周年を迎えることから当ニュースでは、その改修の歴史や100周年に向
けた各種行事やイベント情報などを定期的に発信していきます。

歴史編 VOL１

▼クリックするとホームページ
をご覧いただけます。
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大正７年、国直轄による改修事業開始

■現在の岩木川（H29.11）

岩木川の治水事業は、藩政時代津軽藩において「十川の改修」(現:五所川原市内)「大川掘替
え駒越川一筋に治す」(現:弘前市)などが行われ、領内繁栄のための水害防止に全力あげたとい
われております。
近代治水事業の幕開けは明治時代からで、岩木川は明治44年、政府が策定した全国治水計画

における、国直轄で改修すべき65河川のうち、第一期改修の20河川に位置づけられました。
その後、大正７年12月１日に当時の五所川原町(現在の五所川原市)に、『内務省秋田土木出

張所岩木川改修事務所』が開設、国直轄による本格的な改修事業が始まりました。

起工式の際の催し(大正10年９月) バケット式短梯掘削機(蒸気機関) 運搬機(蒸気機関)と土運車

●岩木川改修100周年記念 特集「改修のあゆみ」
VOL１：大正７年 国直轄による改修事業開始
VOL２：大正１５年～昭和２１年 十三湖水戸口突堤建設
VOL３：昭和２１年～昭和３６年 十三湖囲繞堤の建設
VOL４：水との戦い（洪水被害に泣いた昭和３０年、３５年洪水）
VOL５：水との戦い（洪水被害に泣いた昭和５０年、５２年洪水）
VOL６：水との戦い（洪水被害に泣いた平成２５年洪水）
VOL７：岩木川の治水に尽くした人々
VOL８：岩木川改修１００周年記念講演会のお知らせ

上流部：ウグイの伝統的漁法「シゲタ漁」
（出展：岩木川漁業協同組合）

中流部：リンゴ園と岩木山

下流部：広大なヨシ原と全国的にも貴重なオオセッカ

（出展：青森県の稀少
な野生生物（青森県））

十三湖・河口部：
全国的に有名なヤマトシジミ

岩木山

●岩木川のすがた

お問合せ先：国土交通省 青森河川国道事務所 地域づくり相談室 〒０３０－０８２２ 青森市中央三丁目20-38 TEL017-734-4529

http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/topics/iwaki100th/index.html

